
市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎0968（25）7231

vol.135

市内３高校の魅力を伝えます！

　

２
学
期
は
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

�

現
場
実
習
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　

９
月
・
10
月
は
２
年
生
が
現
場
実
習
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
場
実
習
は
県
内
の
農
家
に
４
泊
５
日

で
実
習
に
励
み
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は

企
業
や
事
業
所
な
ど
で
５
日
間
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
で
す
。

�
全
国
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
西
関
東
大
会

　

10
月
下
旬
に
は
全
国
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
西
関
東
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
校
か

ら
は
県
代
表
と
し
て
７
人
の
生
徒
が
参
加

し
ま
し
た
。

�

菊
農
フ
ェ
ス
タ
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

11
月
15
日
㈯
は
菊
農
フ
ェ
ス
タ
ス
テ
ー
ジ

発
表
を
実
施
し
ま
す
。
各
ク
ラ
ス
の
発
表

や
生
活
文
化
科
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
す
。

農
場
開
放
祭

　

11
月
16
日
㈰
は
毎
年
大
盛
況
の
農
場
開

放
祭
で
す
。
今
年
も
生
徒
た
ち
が
心
を
込

め
て
作
り
育
て
た
農
産
物
や
製
品
を
販
売

し
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

社会人・職業人の基盤となる社会性と自己指導能力を育成する
【問い合わせ先】 ☎0968（38）2621

�

菊
池
高
校
×
最
新
技
術

　

～
地
域
と
と
も
に
未
来
を
創
る
～

　

本
校
で
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

新
し
い
学
び
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
Ｄ

Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、ロ
ボ
ッ
ト
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
Ａ
Ｒ（
拡
張
現
実
）・Ｖ
Ｒ

（
仮
想
現
実
）に
よ
る
地
域
の
魅
力
発
信
な

ど
、
文
系
・
理
系
の
枠
を
越
え
た
挑
戦
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

8
月
26
・
27
日
に
は
、
東
京
大
学
大
学
院

の
山や

ま

崎さ
き

俊と
し

彦ひ
こ

教
授
と
増ま

す

田だ

俊し
ゅ
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん
を

迎
え
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
講
義
で
は「
生
成
Ａ
Ｉ
」の
研
究

に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
2
日
目
は「
菊

池
市
の
魅
力
発
信
」を
テ
ー
マ
に
、
生
徒
と

先
生
が
生
成
Ａ
Ｉ
で
作
成
し
た
プ
レ
ゼ
ン

を
発
表
し
ま
し
た
。
市
役
所
の
皆
さ
ん
も

参
加
し
、
真
剣
勝
負
の
末
、
生
徒
と
職
員
の

両
チ
ー
ム
が
同
点
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、大
学
や
地
域
と
協
力
し
、若
い

力
で
菊
池
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き
ま
す
。

努力の汗を流し、夢を実現する菊池高校
【問い合わせ先】 ☎0968（25）3175

豪
雨
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
９
月
13
日
）

　

八
代
市
鏡
町
へ
災
害

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
ま
し
た
。
令
和
2

年
の
豪
雨
災
害
で
毎
月

通
っ
た
生
徒
た
ち
は
卒

業
し
て
い
ま
す
が
、
メ

ン
バ
ー
は
変
わ
っ
て
も

「
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、自
分
た
ち
に

で
き
る
こ
と
で
力
を
尽
く
す
」
と
い
う
思

い
は
し
っ
か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
大
学（
９
月
18
日
）

　

毎
年
恒
例
の「
菊
池
さ
わ
や
か
大
学
」が

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

指
先
の
運
動
と
集
中
力
を
養
う「
ビ
ー
ズ

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り
」と
、世
代
を
超
え
て

盛
り
上
が
る「
Ｕ
Ｄ-

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」を
実
施
。

ど
ち
ら
も
、
高
校
生
と
参
加
者
が
和
や
か

に
交
流
し
、
会
場
は
た
く
さ
ん
の
会
話
と

笑
い
声
で
包
ま
れ
、
心
温
ま
る
ひ
と
と
き

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
で
国
際
交
流（
９
月
25
日
）

　

市
内
で
働
く
外
国
人
の
実
習
生
と
本
校

生
徒
を
対
象
に
し
た
交
流
型
の「
外
国
人

の
た
め
の
交
通
安
全
教
室
」
を
本
校
体
育

館
を
会
場
に
、菊
池
国
際
交
流
協
会
・
県
警

察
本
部
・
菊
池
警
察
署
・
菊
池
自
動
車
学
校

と
本
校
の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

や
さ
し
い
日
本
語
を
使
用
し
、実
演
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
研
修
。
高
校
生
と
外
国

人
と
の
グ
ル
ー
プ
作
業
で
は
、生
徒
た
ち
は

「
伝
え
方
を
工
夫
す
れ
ば
、言
葉
の
壁
を
越

え
ら
れ
る
」こ
と
を
体
感
し
、国
際
交
流
の

意
義
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。（
関
連
28
㌻
）

We can make our own future ー未来は自分でつくるー
【問い合わせ先】 ☎0968（25）3032

昨年の農場開放祭

昨年の現場実習

最先端の研究や技術を学べた貴重な時間でした

今月は３校それぞれの取り組
みや活動など、２学期の生徒
の様子を紹介します。

　「七城の自慢は？」と聞くと、児童はほぼ全員「お
米です！」と答えます。全校で行う田植えは猛暑のた
め中止となりましたが、５年生は毎日学校田に行き、
草やタニシ、水路のごみを取ったり、苗の様子を観
察したりと学校田を管理。夏休みは４年生や地域の
皆さんにも手伝ってもらい、交代で世話を続けました。

7月～10月
年もみんなで七城自慢の米作り今

七城小学校

㊨５年生手作りのかかし。愛情込めて作りました。雨不足で水が減
って心配しましたが、すくすく育ち、10月に稲刈りを行いました

　４～６年生は地域の皆さんに教えてもらいながら
クラブ活動に取り組んでいます。自分の好きなこ
とや興味のあることに挑戦する中で、地域の人との
つながりを実感できるのが大きな魅力です。絵は
がきや生け花、囲碁・将棋、竹細工、絵本作りなどは、
児童たちに人気でみんな楽しんで活動しています。

９月～
んな熱中！ 特色あるクラブ活動み

泗水小学校

㊧生け花クラブ。たくさんの草花を準備してもらい、思い思いの
作品が完成 ㊨絵はがきクラブ。墨でバナナの下絵を描きました

　昨年度は創立１５０周年を迎え、たくさんの皆さん
の支えを感じた１年間となりました。今年度は、一
歩前進し、地域貢献活動を進めています。３年生は
地域の神楽保存会の指導の下、田島菅原神社の神
楽を練習。また、地域のために自分たちができるこ
とを考え、実践する「田島プロジェクト」も進行中です。

９月～
域のためにできること地

泗水西小学校

㊧神楽は１1月の「友情の森フェスティバル」で披露予定 ㊨田島プ
ロジェクトでは、学校や周辺の魅力化などに取り組んでいます

菊池南中学校
域の皆さんから学ぶ喜び地９月26日

㊨環境委員会は、飛鳥時代から染料として大切にされてきたムラ
サキを栽培。地域の皆さんのおかげで、種の収穫までできました

　本校では、授業や委員会活動で地域と関わりなが
ら学ぶことを目指しています。図書委員会では、地
域の皆さんから、本の選び方や相手に合わせた読
み方など、実演を取り入れながら教えてもらいまし
た。生徒たちは感謝の言葉を伝え、交流を深めまし
た。今後も地域に貢献できる活動を広げていきます。

旭志中学校
年以上続く伝統のファームステイ30

地域の支えで継続できているファームステイは学校の誇りです。
この経験を今後の学校生活や人生に生かすことを期待しています

　JA 青年部や農家の皆さんの協力の下、１年生が
ファームステイを実施しました。生徒たちは働くこ
との楽しさや厳しさを実感。貴重な２日間となりまし
た。3年生は11月7日㈮の旭志フェスで発表する「ほ
たる夜想曲」や「円通寺太鼓」の練習に励んでいます。
地域の皆さんへ感謝の気持ちを込めて披露します。

９月24・25日、他
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